
淡路市地域おこし協力隊

Q1｜なぜ淡路市へ？

女子高校野球の拡大により、女子野球タウンである淡路市でも試合

が行われるようになりました。高校女子野球の監督をしていたこと

もあり、何か力になれることがあればと思い、淡路市へやってきま

した。

Q2｜淡路市の好きなところは?

女子高校野球の大会で「以前の開催都市と比べて、淡路で試合をし

た方がいいな」など、淡路会場の良さや環境を喜んでもらえること

に感動しました。

Q3｜淡路市に来て驚いたことは?

雪が降ることもあるのに、積もらないこと。

Q4｜活動のやりがいは？

Q5｜活動していて感動したことは？

Q6｜淡路市に来て感動したことは？

Q7｜2026年にチャレンジしたいことは？

Q8｜あなたにとって淡路市とは？

女子野球の認知度は上がってきていますが、本当の意味で女子野球

が当たり前の文化になるよう実働できるところに、やりがいを感じ

ています。

寒いのが苦手なので、思っていたより暖かいところです。

2025年に、高校の大会を準決勝まで誘致したいと考えていましたが、

叶いませんでした。2026年こそは、必ず淡路会場で準決勝まで開催

し、甲子園への道を作りたいと考えます。

暖かい気候、温かい人柄、温かい街並みのあるいつでも帰ってきたい

と思える場所です。

元々女子プロ野球があったことや、淡路BRAVE OCEANSがあるこ

とで、女子野球熱がとても高いこと。女子野球を当たり前にしてい

くことが、市民の皆様からも感じられるくらい熱いところです。

女子野球タウンの推進
By 善明 崇一問一答
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